
ページ 行 誤 正 備考

ページ17 下から7行目
する総合プロジェクトマネジャー’プログラムマ
ネジャー)

する総合プロジェクトマネジャーやプログラムマ
ネジャー

ページ26 11行目 ・・・（図表1.4.4）。4との視点とは、 ・・・（図表1.4.4）。4つの視点とは、

ページ27 下から5行目 値実現サイクル(C2) での価値実現状況クは 値実現サイクル(C2) での価値実現状況は

ページ38 図表2.1.1の
右下

変革への意思決定
（変革公証書）

変革への意思決定
（変革構想書）

ページ39 図表2.1.2の
右下

変革への意思決定
（変革公証書）

変革への意思決定
（変革構想書）

ページ48 図表2.2.1の
右下

変革への意思決定
（変革公証書）

変革への意思決定
（変革構想書）

ページ61 図表3.0.3の
計画・実行型の図

計画・実行型の図の左上の黒丸の中に記述が
「仮説」になっている。

計画・実行型の図の左上の黒丸の中に記述を
「計画」に変更する。

ページ62 下から１行目 IT開発・導入に関する知 IT開発・導入（P4）、運用

ページ63 １行目 識やスキルを補い、実行・検証に・・・
（P5）に関する知識やスキルを補い、P4・P5プ
ロセスの実行・検証に

ページ76 図表3.2.3の
右上の記述

「ITサービス利活用開始判断報告書」になって
いる。

「IT導入実行計画書
ITサービス利活用開始判断報告書」に変更す
る。

「ITコーディネータ資格試験対策本PGLV4.0」に対する正誤表
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ページ91 ７行目

◆実施事項は、提供価値検証プロセス(P6) 
からのフィードバックを受け、サービス維持・
改善に向けたSLM注の作成と確認したSLAを
ITサービス提供先・・・

運用リーダーは提供価値検証プロセス(P6) か
らのフィードバックを受け、サービス維持・改善
に向けたSLM注の作成とSLAを確認・調整し、
ITサービス提供先

ページ107 図表4.1.3タス
ク4の記述

「・・・・立案し、改善する。」 「・・・・立案・提示し、改善を把握する。」

ページ120 図表4.3.3 タ
スク２の最後の行の記述

状況把握（継続的並びに定期的モニタリング
＆コントロール）を行う。

状況把握（継続的並びに定期的、独立モニタリ
ング＆コントロール）を行う。
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2026年1月11日現在

注記：受注時点で正誤表がすで反映しているものもあります。
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